協働事業自己チェックシート

■記入者氏名：藤井明生　　　　　所属：三重県農林水産商工部水産物供給チーム

■記入年月日：平成１６年３月９日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

· 事業名：美しい「みえのうみ」維持・創造プロジェクト

■事業内容：

　別紙

　　●美しい「みえのうみ」維持・創造プロジェクト

· 「さかなの目」たんけん隊が行く

　参照

· 行政担当課（チーム）：農林水産商工部水産物供給チーム

· ＮＰＯ名：「さかなの目」in阪内川実行委員会　

· ＮＰＯの構成員（実行委員会・協議会型の場合）

市民【環境関係（自然観察指導員他）、まちづくり関係、防災関係、学生）、教育関係者、

農業関係者、林業関係者、漁業者（松阪漁業協同組合、阪内川漁業協同組合）】、

松阪市、三重県

　

· 協働がいつ開始されたか。

１．協働が開始された段階は、次のうちどれですか。（エ）

1． 予算案作成前の段階から　イ．予算決定後、企画の段階から　ウ．実施段階から

エ．その他（平成１４年度＝イ、平成１５年度＝ア）

２．協働の呼びかけは、どちらからですか。（ウ）

　ア．行政　イ．ＮＰＯ　ウ．その他（平成１４年度＝ア、平成１５年度＝イ）

※以下の項目については、実行されたと思うものには○を、されていないと思うものには×を、わからないものには－を入れてください。

■計画段階

1． □事業の目的は明確ですか。

　目的：「いのち」「つながり」「循環」をキーワードに活動。
　　総合学習で川や海や自然を社会勉強の場にしてはいけない。
　　楽しい場所にしよう。環境の危機をあおるより、ふるさとをどう愛するのか。
　　ふるさとへの誇りを持たせる。
2． □成果目標は（事業を行うことによって「何がどういう状態になることを狙っている

　　のか」）明確ですか。

　成果目標：○恵みある豊かな伊勢湾と、その集水域、川の再生を図る。

　　　　　　○子供たちが元気に泳げる青い海、きれいな川。

　　　　　　○安全な食材が自給できる山・川・海。　

　　　　　　○漁業のできる海

　　　　　　○ステークホルダー会議を開ける組織にする。
３．□事業化するにあたって、市民・ＮＰＯの意見は反映されていますか。

４．□なぜ協働で行うのか、理由は明確ですか。

５．□事業の実施にふさわしい協働の方法（委託、補助金、実行委員会、共催など）が検

　　討されていますか。

6． 協働するＮＰＯを選ぶプロセスは明確かつ透明であったと思いますか。

· 発案当初から決まっている場合

　□理由は明確ですか。　　

　・決まっていない場合

　　　　□ＮＰＯの候補を選ぶ基準は明確でしたか。

　　　　□候補の中からＮＰＯを決定する審査基準は明確でしたか。

· □協働するＮＰＯを選ぶプロセスは透明でしたか。

７．□わかりやすい、共通の言葉で議論しあえる自由な雰囲気を作りましたか。

８．□相互を理解し、対等な関係を築いていくことを共有しましたか。

９．□事業の目的、成果目標を共有しましたか。

10. □事業計画、収支計画をともに作りましたか。

11. □協働する期間をともに考えましたか。

12. □事業における役割分担をしましたか。

· 計画段階おいて、記すべきコメントがある場合は、以下に書いてください。

　

■実施段階　　　　　　

１．□役割分担をともに共有し、果たしましたか。

２．□進捗状況や事業に関する情報を共有しましたか。 

３．□事業に関する課題の発生には、お互い連絡しあい、素早く対応しましたか。

４．□企画の修正は、お互いに十分議論し、柔軟に行動しましたか。

５．□事業内容の報告をつくり、公開しましたか。

・実施段階において、記すべきコメントがある場合は、以下に書いてください。

· 成果の把握

１．□事業の成果目標は達成できたか、お互いに話し合いましたか。　

２．□成果目標は達成できましたか。

　成果：組織的には資金面も含め自立できる状態となった。

　　　　最終的な成果は、これからの活動しだい。

・成果の把握において、記すべきコメントがある場合は、以下に書いてください。

　

■課題の抽出

１．□今後の課題をお互いに話し合いましたか。

　　

・課題の抽出において、記すべきコメントがある場合は、以下に書いてください。

· 改善案の作成

１．□改善案をお互い話し合い、作成しましたか。

２．□今後の官民の役割分担を明確にしましたか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　改善案内容のポイント：

　　

・改善案の作成において、記すべきコメントがある場合は、以下に書いてください。

■その他（意見）

　市民発が理想といわれるが、現場に直面すると、まだまだ無理。

　この仕事に携わることとなり、「行政が行うべきことは何か？」について、

　考えを変えました。
　法規制をしたり、形だけの啓発事業を行ったり。

　そのことで、街は良くなったのでしょうか。
　市民は、まちづくりに積極的に参加するようになったのでしょうか。
　政策目的を実現するには、市民を動かしてなんぼ。だと思います。
　よっぽど悪いことをした場合に罰する法律や条例を沢山作るより、
　ゴミを捨てない市民を育てた方が、確実に政策目的を実現できる。
　政策目的を実現するために自治体組織が存在しているのなら、
　一番有効な手段を堂々と行使すればいい。
　政策目的を実現するために一番有効な手段が、市民を育てることならば、

　これは中間支援組織の仕事、などと遠慮せずに、市民を育てる仕事を、行政の仕事とし

　て堂々と行えばいい。
　行政発でも、まずは、「人づくり」が大切です。

　というのが実感です。
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